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㸰㹆㸮㸰 

大㜰大学「ඹ同研究ㅮᗙ㸭༠ാ研究所」  

̿Ｈｉｔｚバイオマス開発共同研究講座の段階的発展事例㸫 

 
 ୰⃝៞ஂ（大㜰大/᪥❧㐀⯪）、⚟ᓮⱥ一㑻࣭㤿場೺ྐ࣭⏫ᮧᑦ࣭後⸨ⰾ一࣭ዉⰋᩗ（大㜰大）ۑ

 
㸯㸬 ࡟ࡵࡌࡣ 

大㜰大学 +LW] バイ࢜マス開発ඹ同研究ㅮᗙは、1('2 ᳜≀ᶵ能を活用した高度࡙ࣔࣀくりᇶ┙ᢏ術開

発プࣟࢢラ࣒�平成㸯㸲年度～平成㸰㸮年度�等によるጤクඛの᪥❧㐀⯪と෌ጤクඛの大㜰大学とのඹ同

研究から発㊊した産学ᐁ連携が㉳※である。ඹ同研究ㅮᗙの設❧後 2 年༙が経過し、研究成果はᇶ♏㡿

ᇦから応用研究㡿ᇦに⛣行するẁ㝵へと発展した。このことにより⌧行のඹ同研究ㅮᗙ制度から、より

研究成果を産ᴗ⏺への活用ಁ進、研究高度໬を┠的とした制度（大㜰大学༠ാ研究所規定第 2 ᮲）への

㌿᥮をᛮ考する時期となった。大㜰大学が⊂自に設けた「ඹ同研究ㅮᗙ」及び「༠ാ研究所」の制度㐠

用に関して、௻ᴗ側からの事౛として本制度の産ᴗ⏺への㈉⊩度を検ドする。 
 

㸰㸬 Hitz  ⏝㐠ࡢ㛤Ⓨඹྠ◊✲ㅮᗙࢫイ࣐࢜ࣂ

+LW] バイ࢜マス開発ඹ同研究ㅮᗙは᳜≀バイ࢜マス㈨※のᕤᴗ利用に関するᢏ術開発の┠的で平成

20 年度に成❧している。対象のバイ࢜マス㈨※は、ᮌ本᳜≀のトࣗࢳ （࢘ᮭ௰㸸Eucommia ulmoides 2�）
である。同✀は、高⣧度のトランスᆺ࣏ࣜイࢯプࣞン（73,、〇ရ名㸸ト࢘ࣗࢳエラストマー）を ᖏ

ᅪで産生するᶵ能を有し、ḟୡ௦バイ࢜マス㈨※として期ᚅされている。 

 
図 1 はඹ同研究�ඹ同研究ㅮᗙ設❧�༠ാ研究所発㊊までの経⦋をಠ▔したものである。バイ࢜マス㈨

※の利用࣭ᶵ能᥈ᰝのため 11 年という㛗期のᅜᐙプࣟࢡ࢙ࢪト（ձ～ղ)が実行され、73, の生合成研

究、㑇ఏᏊ解析、㑇ఏᏊ⤌᥮えによる 73, 合成㓝⣲のᶵ能ホ౯、⣽⬊生≀学的ホ౯、ࣁイスࣝープࢵト

分析ᢏ術をᵓ⠏している。これら成果は、当ヱ研究の上ὶ㡿ᇦのᇶ┙ᢏ術となった。 
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୰ὶ㡿ᇦは、2008 年度から開ጞした 1('2 提᱌බເᆺ 2'$ 事ᴗ�ճ)により、持続可能かつ⎔ቃ負Ⲵ

の少ない生産ᢏ術開発によって、ト࢘ࣗࢳエラストマーの量産໬実ドヨ験を୰ᅜෆ㝣の㯤ᅵ高ཎで検ド

しࣃイࣟࢵト生産を確❧している。 
୰ὶ㡿ᇦから下ὶ㡿ᇦの実行⤌⧊として、Hitz バイ࢜マス開発ඹ同研究ㅮᗙを設❧し᪂規用㏵開発や

ཎᩱᏳ定供⤥のために必要なᢏ術開発を進めてきた。特にト࢘ࣗࢳエラストマーの高ᶵ能໬学合成⣲ᮦ

開発を┠ᣦした NEDO プࣟࢡ࢙ࢪト(մ㸸GSC)により高௜加౯値⣲ᮦの開発にྲྀり⤌ࢇでいる。 
下ὶ㡿ᇦのྲྀり⤌ࡳとして、本ඹ同研究ㅮᗙの成果を事ᴗ໬にᑟく生産法ே「᪥❧㐀⯪᳿෽生≀㈨※

開発有限බྖ」を⊂㈨で୰ᅜに設❧（同♫ෆにす໭㎰ᯘ⛉ᢏ大学୰᪥ᮭ௰研究所を設❧してト࢘ࣗࢳの

分Ꮚ⫱✀によるရ✀ᨵⰋなどの実施）、௻ᴗ࢔ライ࢔ンスによる産ᴗ〇ရの開発や NEDO プࣟࢡ࢙ࢪト

(յ)にྲྀり⤌ࢇでおり、᮶᫓㸯ྕ〇ရの㈍኎を┠ᣦしている。これら研究開発から〇ရ開発、マーࢵࢣ

ティンࢢ、ᅜ際間の産学連携によるプࣟࢡ࢙ࢪト᥎進を一య໬して᥎進するため、ඹ同研究ㅮᗙから༠

ാ研究所へとᣑ大展開を行い Industry on campus の実⌧を┠ᣦしている（図㸰）。 

 
㸱㸬+LW]�バイ࢜�༠ാ研究所の設❧と㐠用 
平成 20 年 1 ᭶よりඹ同研究ㅮᗙの㐠用を開ጞし 3 年を経過した。この㐠用成果から、期㤳ィ⏬のト

た。しかし、ඹ同研究ㅮᗙの㐠用面においてࡆエラストマーは事ᴗ໬に⛣行するẁ㝵に発展を㐙࢘ࣗࢳ

は「ඹ同研究」という特定のテーマᯟ⤌ࡳによる㐠用の限⏺が見えጞめた。そこで、᪥❧㐀⯪では事ᴗ

⛣行ẁ㝵に入ることを期に、ඹ同研究ㅮᗙの㐠用を㐠用性の高い༠ാ研究所へと発展させて、研究開発

に加えてマーࢣティンࢢᶵ能などを௜与した㐠用⤌⧊への⛣行を図った（図㸱）。 
大㜰大学におけるඹ同研究ㅮᗙと༠ാ研究所の㐠用について、᪥❧㐀⯪を実౛として以下のとおり制

度上の違いを記す。ඹ同研究ㅮᗙは特定の研究テーマに対して、௻ᴗと大学が࣑ࣙࢩࢵンをඹ同実施す

ることを┠的とした制度として規定されている�大㜰大学ඹ同研究ㅮᗙ及びඹ同研究㒊㛛規程第 2 ᮲�。
ᚑって、研究活動の進展により研究開発がᕝ下㡿ᇦ�事ᴗ໬�に㐩すると、࣑ࣙࢩࢵンはᇶ♏研究のステ

ーࢪから〇ရ開発のẁ㝵へと⛣行し、ඹ同研究ㅮᗙが規定するᴗົ┠的ෆᐜに཰まらない≧ἣとなる。

このため当初に定めたඹ同研究ㅮᗙの࣑ࣙࢩࢵンは、ḟẁ㝵の研究య制へとステࢵプࢵ࢔プし発展させ
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このため当初に定めたඹ同研究ㅮᗙの࣑ࣙࢩࢵンは、ḟẁ㝵の研究య制へとステࢵプࢵ࢔プし発展させ

ることがᮃましいと考えられる。大㜰大学の༠ാ研究所制度は、大㜰大学における研究成果の産ᴗ⏺へ

の活用ಁ進、研究高度໬を┠的とした制度�大㜰大学༠ാ研究所規程第 2 ᮲�であり、ᕝ下㡿ᇦ�事ᴗ໬�
に係る上記〇ရ開発研究の上ẁステーࢪもしくは、ඹ同研究ㅮᗙの成果を発展させ実用໬へと⮳る活動

を᝿定した制度と理解される。なお、ᕝ下㡿ᇦ�事ᴗ໬�の研究開発とは、ձ自♫開発�実౛㸸௻ᴗ࢔ライ

等�の実施、ղ㒊ᒁ間࣭㒊ᒁෆをまたがる開発య制の඘実、ճࢢティンࢣンス、୰ᅜ法ேの㐠用、マー࢔

研究㈝の⏦ㄳと㐠用、մ特定研究室のテーマ㈐௵負ᢸの㍍ῶ等があࡆられる。 
上記、ᕝ下㡿ᇦの研究開発の実施に際して༠ാ研究所制度を利用することにより、㐠用య制が特定研

究室とのඹ同研究から大学本㒊⤌⧊とのඹ同㐠Ⴀへとステーࢵ࢔ࢪプされ、様ࠎな㒊ᒁとの༠ຊが可能

となる。このため事ᴗ໬に向けて、よりከ面的な産学༠ാ活動が出᮶るようになり、௻ᴗとして研究成

果の実用໬、研究高度໬がᐜ᫆になる。これにより〇ရ発኎という௻ᴗの♫఍的౑࿨を果たすべくດຊ

を続けるほか、引き続き大学㝔生等の参⏬によるᩍ⫱的࣑ࣙࢩࢵンの実施、他ᶵ関からの視察のཷけ入

れによる௻ᴗ開発研究のయ験の場の提供�oQ FDPSXV�等を行い、産学連携活動の᥎進を行う。 

 
㸲㸬おわりに 
 +LW]�バイ࢜�༠ാ研究所は本年 10 ᭶より᪂たに発㊊した⤌⧊である。この᪂⤌⧊の㐠用により᪥❧㐀

⯪では大㜰大学の ,QGXVWU\ oQ FDPSXV において本制度初となる〇ရ発኎を┠ᣦしている。ඹ同研究ㅮᗙ、

༠ാ研究所の両制度について産側から見れば〇ရというᙧ、学側から実⦼として発表されることが、制

度の利用側と㐠用側とのඹ通の┠的である。᫖年度から続き産学連携による「第㸲の₻ὶ」を生かせる

かྰかは大㜰大学ඹ同研究ㅮᗙ、༠ാ研究所⩌のᣮᡓである。 




